令和５年度事業報告
令和５年7月1日から令和６年６月３０日まで
事業実施の方針
　・総会にて可決された事業を確実に実施できるよう注力した。
　・令和６年度事業として、定款第5条①鍼灸師・あマ指師の学術向上を目的とした事業を柱とした。
　・令和５年度より継続している事業が、さらに充実したものになるよう、また外への訴求に注力した。
事業の内容
1． 鍼灸師・あマ指師による地域支援を向上するための事業
大規模災害の被災者に対する鍼灸・マッサージによる健康支援活動として、令和６年能登半島地震にて、石川県内において被災地の住民と支援者（役所職員や社協、ボランティア活動者、等）に対してる鍼灸・マッサージによる健康支援活動を行った。
1 七尾市内避難所における支援活動能登中部保健医療福祉調整本部に登録し、災害鍼灸マッサージプロジェクトと協働して矢田郷コミュニティセンターにて避難者と避難所スタッフに対する健康支援活動を行った。
2 輪島市門前町における支援活動
・シャンティ国際ボランティア会と連携して、七浦公民館にて被災地住民に対する健康支援活動を行った。
・輪島市門前総合支所において、市役所職員や外郭団体に対する健康支援活動を行った。
・輪島市門前町における住民サロン活動に参加した。
3 珠洲市における支援活動
・珠洲市社会福祉協議会と連携して、珠洲市生涯学習センターにて避難者に対する健康支援活動を行った。
・DSAM埼玉県鍼灸師会が行っていた珠洲市役所職員に対する健康支援活動を引き継いだ。
・これらの活動にあたり、通傳剛孝先生（通傳鍼灸接骨院院長：珠洲市在住）を現地スタッフとして雇用した。
2． 鍼灸師・あマ指師の学術向上を目的とする事業
1 鍼灸師・あマ指師のための傾聴研修
サイコロジカル・ファースト・エイド研修を10月1日に東京オリンピック青少年総合センターにて開催した。（講師：池田美樹　セーブ・ザ・チルドレン）
2 鍼灸師・あマ指師のための学術研修
鍼灸安全管理研修を総会前研修として7月23日にオンラインにて開催した。（講師：楳田高士先生）
3 その他、鍼灸統括業団や鍼灸師養成学校にて講演、研修会講師を行った。
3． 地域社会のために鍼灸・あマ指と他業種の連携を促進する事業災害対策研修
1 災害対策研修
日本鍼灸師会近畿大会にて、理事長日比が「鍼灸におけるBCP」について講演した。
2 地域保健・医療・福祉分野との連携のための事業
3 災害医学会参加事業
第29回災害医学会学術紹介京都大会に参加した。・災害鍼灸セッションにて理事長日比が座長をつとめた。
・セイリン株式会社主催ランチョンセミナー「災害時における鍼灸活動」にて理事長日比が座長をつとめた。
・業者展示会場にて、日鍼会・全鍼会・京鍼マ会・京鍼会と協働して鍼灸・マッサージ体験ブースを設営し、来場者に対して施術を行い、啓蒙に努めた。

4 災害情報共有のためのITツール作成
日本災害鍼灸マッサージ連絡協議会（JLCDAM）災害鍼灸マッサージ可視化ツールとしてのデータベースサイトを、＠SHIT土坂氏に委託・作成し、令和６ねん能登半島地震において運用し、修正を行った。
4． 地域社会のために鍼灸・あマ指と他業種の連携を促進する事業
1 ホームページ管理
オフィス藍の廣岡氏に依頼し、ホームページを管理・運用し、情報発信に努めた
2 メルマガ発行事務局連絡事項をメール発信したが、会員に対する情報発信としてマガジンを発行できなかった。
3 ノベリティ制作
令和５年度はノベリティを作成しなかった。
5． その他目的を達成するために必要な事業
1 助成金実務（申請・報告・精算）等
JR西日本あんしん社会財団、日本財団、公益推進協会、大阪NPOセンター、大塚商会ハートフル基金、　中興共同募金会に助成金申請を行った。
2 理事会
令和５年度事業の進捗の確認や、令和６年能登半島地震の支援について、理事会を開催して教護を行った。
3 総会
令和５年度総会を７月２３日に開催した。

